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6/1~6/2の⼆⽇間で蒲郡の海陽ヨットハーバーにて⾏われた蒲郡CUPに参戦し
てきました。この⼤会はJWA（⽇本ウィンドサーフィン協会）主催のプロツ
アーであり、この蒲郡CUPを始めに全3戦⾏われるツアーになります。
今⼤会は、全３レース成⽴、２位、1位、3位の合計６ポイントで結果は準優勝
となりました。途中までポイント争いで１位だった分悔しいですが、次回はよ
り良い報告ができるようにさらに練習に取り組んでいこうと思います！

レースの内容についてですが、今回は⾮常に⾵の弱いコンディションとなり、
レースができるかギリギリ位の⾵の弱さでした。
ウィンドサーフィンは⾃然を相⼿にしている競技特性上、⼤会によっては、全
⼤会⽇程不成⽴なんてこともあります。⾵が弱すぎてもレースができませんし、
逆に台⾵のような強⾵と⾼波でも不成⽴になります。ですが、１番の天敵が雷
です。今回はその雷があちこちで発⽣してレース数が少なくなってしまいまし
た。
蒲郡CUPは毎年同じこの梅⾬前ごろに開催されます。
この梅⾬前というのは台⾵の接近や前線によって、⼤気が不安定になることが
多くなる時期でもあるんです。
⼤会1⽇⽬は、直前の台⾵通過による影響で⾵が弱く１レース。
⼤会⼆⽇⽬は、⼤気が不安定になりゲリラ雷⾬があちこちで発⽣。
なんとか雷雲が無いタイミングで２レース成⽴しました。

⼤気の状況と⾵のコンディションをしっかりと予想して、なんとか３レースを
成⽴させてくれた⼤会運営の皆さんに頭が上がりません。セーリング歴の⻑い
⽅の天候予想⼒は凄まじいと感じさせられました。



今回の蒲郡CUPのレースコースは右のようなコースです。船と船を結んだ間をスタートラインとして、全員で⼀⻫スタートし、
海上の決められてブイを２周してゴールラインを⽬指します。単純に⾒えますが、実はすごい難しいレースなんです。
⾵の強さや⾵向を⾒極めることが、順位をあげるのに必須で、これが⾮常に難しいんです。⾵が強い部分は光の反射の影響で、
海の⾊が微妙に⿊くなります。ほんとに微妙にです、、
道具を制御しつつ、その微妙な変化への対応ができるのか、それが勝敗を分けます。この難しさが⾯⽩いところでもあるんで
す！今回実は、２レース⽬でスタートを失敗してしまい、中盤以下でのスタートを切りました。ですが、右側の海⾯が⿊くなり、
遠くの⾵⼒発電の⾵⾞の向きが変化していることに気がつきました。その⾵の変化に気がついたことで⼀⼈でとてもいいコース
を引くことができました。その結果最終的には１位フィニッシュ、約15⼈抜きで巻き返しました。もしこれが巻き返せてなかっ
たら⼊賞もできていないのでほっとしました。これほど順位変化の激しいレースは珍しいですが、珍しい現象も予測してリザル
トを安定させることが上位を取るのに重要なので、今後も変化を逃さないようにやっていきたいと感じました。
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